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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本住宅

設備システム協会(JHESA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正

すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS A 4414:1998 は改正され，この規格に置き換えられる。 

今回の改正は，シックハウス問題に対応するため，ホルムアルデヒドの放散のおそれのある材料に関す

る部分の改正を主たる目的とし，更に建築モデュラーコーディネーションに関連する日本工業規格の改正

に伴う，寸法部分の用語の改正，JIS Z 8301 の様式との整合及び SI 単位への移行を行った。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 

JIS A 4414 には，次に示す附属書がある。 

附属書 1（規定）遮音性及び地震時における耐転倒性の試験方法 
附属書 2（参考）引出しの急速開閉試験用装置 
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日本工業規格          JIS 
 A 4414：2005 
 

住宅用収納間仕切り構成材 
Storage partition components for dwellings 

 
1. 適用範囲 この規格は，住宅の室空間に用いられる収納間仕切り構成材（以下，収納間仕切りという。）

及びそれに組み込まれる収納部について規定する。 

備考1. 収納間仕切りとは，収納の機能をもち，室空間を間仕切る構成材をいう。 

2. 収納部とは，組み合わせて使用することを目的とする単品をいう。 

 

2. 引用規格 付表 1 に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構

成する。これらの規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

 

3. 種類 収納部の種類は，表 1 による。 

表 1 収納部の種類 

収納部の種類 記号 用途内容 
衣類用 W 洋服だんす・整理だんすのような収納機能をもつもの。 
食器用 K 食器戸棚・茶だんすのような機能をもつもの。 
書籍用 B 本箱・書棚のような機能をもつもの。 
複合用 C 衣類用・食器用・書籍用のいずれかをそれぞれ組み合わせたもの。 
その他 D 家庭用電気機器などのような収納機器をもつもの。 

 

4. 品質及び構造  

4.1 外観 完成品の外観等は，次による。 

a) 完成品(1)の外観は良好で，美観を損なうような色むら，はく離，くるい，不ぞろい，きずなどの著し

い欠点があってはならない。 

注(1) 完成品とは，その製品の組立仕様書に従って組み立てられたものをいう。 

b) 人体及び衣類に直接触れる部分には，鋭い角部や危険な突起などがあってはならない。 

c) 使用上支障のあるような揮発性物質及び臭気を発生してはならない。 

4.2 構造及び加工 構造及び加工は，次による。 

a) 収納間仕切りの構造は，建築く（躯）体への組込み及び接合を容易に，かつ，確実に実施できるよう

に考慮する。 

b) 木材又は木質材料を使用するときは，組立て後，割れ，くるいなどの欠陥を生じにくい構造とする。 

c) 帆立て構造のものは，7.1 によって試験を行い，倒れたり崩壊による著しい危険性がない構造とする。 

d) 接着，溶接などは確実に行い，また，き裂を生じにくい構造とする。 

e) 木部を接着して組み立てる場合は，接着後十分に圧締めを行う。 

f) ねじ類，その他の金属を用いて組み立てる場合は，接合部に緩みが生じないように確実に結合する。 


